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昨
年
、
バ
ラ
園
に
お
け
る
功
績
か
ら

全
国
「
み
ど
り
の
愛
護
」
功
労
者
国
土

交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
豊
科
近
代

美
術
館
友
の
会
。

　
同
会
が
手
掛
け
た
約
５
０
０
種
８
０

０
本
の
バ
ラ
園
は
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
、
ま
た
、
５
月
下
旬
か
ら
は
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の
フ
ァ
ン
が

訪
れ
ま
す
。
そ
ん
な
バ
ラ
の
香
り
の
中
、

６
月
２
日（
土
）か
ら
１０
日（
日
）ま
で
バ

ラ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
修
道
院
を
模
し
た
美
術
館
の
庭
園
に
、

色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
が
映
え
、バ
ラ
に
ち

な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
市
が
整
備
を
進
め
て
き
た
「
碌
山

公
園
」
が
碌
山
美
術
館
南
側
に
完
成

し
、
し
ゅ
ん
工
式
が
４
月
２２
日
、
現

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
折
し
も
こ
の
日
は
、
荻
原
守
衛
（
碌

山
）
の
９７
回
忌
。
美
術
館
で
毎
年
開

か
れ
て
い
た
「
碌
山
忌
」
の
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
が
こ
け
ら
落
と
し
と
な
り
、

碌
山
へ
の
思
い
を
は
せ
る
と
と
も
に
、

公
園
の
開
園
を
祝
い
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
穂
高
東
中
学

校
や
三
郷
中
学
校
合
唱
部
、
早
春
賦

愛
唱
会
の
ほ
か
県
内
５
団
体
が
コ
ー

ラ
ス
を
披
露
。
ほ
か
に
も
信
州
松
代

マ
ン
ド
リ
ン
研
究
会
の
演
奏
や
碌
山

忌
に
し
か
演
奏
さ
れ
な
い
古
い
足
踏

み
オ
ル
ガ
ン
な
ど
の
演
奏
が
あ
り
、

約
２
０
０
人
が
そ
の
音
色
に
聞
き
入

り
ま
し
た
。

　
碌
山
公
園
は
、
旧
穂
高
町
が
平
成

１４
年
度
に
着
手
し
た
「
緑
化
重
点
地

区
整
備
事
業
」
の
最
終
事
業
で
、公
募

市
民
な
ど
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
で
検
討
を
重
ね
、
完
成
し
ま
し
た
。

　
公
園
の
面
積
は
約
１
・
７
㌶
。
池

や
多
目
的
ト
イ
レ
、
１
１
０
台
分
の

駐
車
場
、
２
つ
の
研
修
室
と
「
研
成

ホ
ー
ル
」
が
あ
り
ま
す
。

　
研
成
ホ
ー
ル
は
、
明
治
時
代
の
「
研

成
学
校
」
、
多
く
の
思
想
家
・
芸
術

家
を
輩
出
し
た
「
研
成
義
塾
」
に
ち

な
ん
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
研
修
室
や
ホ
ー
ル
で
は
、
美
術
館

の
公
開
講
座
や
美
術
教
室
な
ど
が
催

さ
れ
る
ほ
か
、
市
民
の
芸
術
文
化
の

発
展
拠
点
と
し
て
、
広
く
利
用
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
は

左
上
の
と
お
り
で
す
。

︻
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空
は
明
る
く
、
風
は
さ
わ
や
か
。

体
と
心
が
弾
む
こ
の
季
節
。
近
く
の
公
園
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
春
オ
ー
プ
ン
し
た
公
園
、
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
公
園
な
ど
、

市
内
の
公
園
を
紹
介
し
ま
す
。

晴
れ
た
日
は
公
園
に
行
こ
う

こ
の
春
、
碌
山
美
術
館
南
側
に
オ
ー
プ
ン
。

﹁
研
成
ホ
ー
ル
﹂
で
は
、
作
品
発
表
や
デ
ッ
サ
ン
・
彫
塑
教
室
も
開
催

学
ぶ
。遊
ぶ
。碌
山
公
園

友
の
会
が
手
掛
け
た
約
５
０
０
種
８
０
０
本
の
バ
ラ
。

見
ご
ろ
を
迎
え
る
初
夏
、
恒
例
の
バ
ラ
祭
り
を
開
催
。

麗
し
。
近
美
の
バ
ラ
園

２日（土）　14:00～
　・コンサート＆パフォーマンス
　　～薔薇の香りに魅せられて～（無料）
２日（土）～３日（日）
　・バラの苗、山野草等の販売　9:00～
　・常設展無料開放（中村征夫写真展は有料）
３日（日）
　・バラの花写真教室（6/1までに申し込みが必要）
　　　7:00～16:30
　　　講師　小池正光さん（写真家）
　　　参加費　2,000円（現像代、フィルム代、入館料など）
９日（土）　13:00～15:00
　・バラの手入れ講習会（無料）
　　　講師　進藤健さん
10日（日）　10:00～、11:00～　
　・バラ祭りコンサート（無料）
■申し込み・問い合わせ　
　　豊科近代美術館（℡７３・５６３８）

第７回バラ祭り

　利用時間　9:00～21:00
　休 館 日　水曜日（祝日の場合はその翌日）
　　　　　　12月21日～31日

申込方法
　受付時間　　9:00～17:00（休館日を除く）
　申込期間　　利用予定日の１年前から１週間前。
電話、碌山美術館ホームページ（http://www.rokuzan.jp/）などで
施設の利用状況を確認し、ご来園の上お申し込みください。
また利用料は原則利用開始の３０日前までにお支払いください。
■指定管理者　財団法人　碌山美術館
■申し込み・問い合わせ
　碌山公園　研成ホール
　住所：穂高５６１３－１（碌山美術館 南側）
　Ｔｅｌ・Ｆａｘ　８２・０７６９

研成ホール利用案内

利 用 料 金
研成ホール
研 修 室 Ⅰ
研 修 室 Ⅱ

使 用 時 間
9：00～21：00 
9：00～21：00
9：00～21：00

基 本 使 用 料
1時間 1,000円 
1時間 500円
1時間 500円

ば　　ら

う
る
わ

碌山公園のしゅん工を記念し、石田益雄写真展「安曇野
の道祖神」を開催（入場無料：5/29まで）。施設はこのほか、
市民の芸術文化の発展拠点として広く利用できます。
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長
野
県
唯
一
の
国
営
公
園
「
ア
ル

プ
ス
あ
づ
み
野
公
園
」。
県
内
を
は

じ
め
、
多
く
の
人
が
、
余
暇
を
楽
し

み
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
早
春
賦

音
楽
祭
で
は
、
過
去
最
高
の
１
万
８
、

６
１
７
人
が
来
園
し
ま
し
た
。

　
こ
の
音
楽
祭
は
、
若
い
芽
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
早
春
賦
の
ふ
る

さ
と
で
、
そ
の
心
を
追
体
験
す
る
た

め
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
内
に
設
け
ら
れ
た
５
つ
の
ス
テ

ー
ジ
で
は
、
音
楽
愛
好
家
や
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
が
集
い
、
早
春
賦
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
が
奏
で
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ソ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
」
は
、
早
春
賦
が
文
化
庁

の
「
日
本
の
歌
百
選
」
に
入
選
し
た

こ
と
を
記
念
し
開
か
れ
ま
し
た
。
出

場
者
は
家
族
や
友
人
な
ど
の
グ
ル
ー

プ
１６
組
で
、
「
百
選
」
の
歌
や
昨
年

の
音
楽
祭
で
誕
生
し
た
曲
「
き
も
ち

い
い
ね
」
な
ど
を
思
い
を
込
め
て
歌

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
２
日
の
午
後
か
ら
３

日
に
は
、
早
春
賦
音
楽
祭
パ
ー
ト
２

「
み
ど
り
の
音
楽
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
地
元
の
伝
統
芸
能
や
合
唱
団

の
コ
ー
ラ
ス
披
露
、
物
産
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
設
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
里
山
の
動
植
物
の
保
護
・
保
全
と
自

然
観
察
を
楽
し
む
た
め
に
造
ら
れ
た
「
黒

沢
洞
合
自
然
公
園
」
。

　
６
月
の
開
園
を
前
に
夏
の
渡
り
鳥
オ

オ
ル
リ
が
や
っ
て
き
ま
し
た（
上
写
真
）。

　
オ
オ
ル
リ
は
、
鳴
き
声
と
姿
が
美
し

い
鳥
で
、
オ
ス
は
頭
か
ら
背
面
が
鮮
や

か
な
青
色
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
公
園
に
は
鳥
や
昆
虫
な

ど
を
呼
び
寄
せ
た
り
、
す
み
つ
か
せ
た

り
す
る
場
所（
ビ
オ
ト
ー
プ
）を
施
し
て

あ
り
ま
す
。
園
内
に
２
つ
あ
る
池
に
は
、

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
群
れ
、
石
の
陰
に

は
イ
モ
リ
が
潜
ん
で
い
ま
し
た
。
夏
か

ら
秋
に
は
、
池
周
辺
に
多
く
の
ト
ン
ボ

が
飛
び
交
い
そ
う
で
す
。

　
昭
和
６０
年
、
旧
明
科
町
は
町
制
施

行
３０
周
年
を
機
会
に
「
あ
や
め
の
町
」

を
宣
言
し
、
同
時
に
住
民
に
よ
る
手

づ
く
り
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

「
第
１
回
の
ア
ヤ
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
２３
年
が
た
ち
、
公
園
に

は
県
内
随
一
の
１
５
０
種
５
万
株
の

あ
や
め（
花
し
ょ
う
ぶ
）が
咲
き
、多
く

の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
６
月
１１
日（
月
）か
ら
「
第

２３
回
安
曇
野
明
科
あ
や
め
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

で
は
、「
つ
れ
づ
れ
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」

や
踊
り
ゃ
ん
せ
（
踊
り
の
イ
ベ
ン
ト
）

な
ど
多
彩
な
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

み
ど
り
の
日
に
開
催
さ
れ
た
﹁
早
春
賦
音
楽
祭
﹂
。

過
去
最
高
の
１
万
８
、
６
１
７
人
の
来
園
者
数
を
記
録
。

春
の
歌
に
集
う
。

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
野
公
園

黒
沢
川
上
流
に
６
月
オ
ー
プ
ン
。

四
季
を
通
じ
て
多
く
の
動
植
物
た
ち
と
出
会
え
ま
す
。

里
山
を
愛
で
る
。黒
沢
洞
合
自
然
公
園

手
作
り
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
﹁
あ
や
め
ま
つ
り
﹂
。

水
郷
の
地
・
明
科
の
あ
や
め
が
一
斉
に
咲
き
そ
ろ
い
ま
す
。

水
を
感
じ
る
。龍
門
渕
公
園
・
あ
や
め
公
園

安曇野明科あやめまつり

黒沢洞合自然公園パークボランティア募集

6／11（月）～30（土）

メインイベント 16（土）、17（日）

「踊りゃんせ」参加チーム募集

6/4（月）〆切り。詳しくは下記まで。
問い合わせ　募集事務局（℡090・
8853・2820）または市観光協会（℡
82・3133）まで。

　ビオトープの実践体験などを行う「パークボランテ
ィア」を募集します。活動は、月2回程度の自然観察会、
公園のあり方(ビオトープの工夫、来場者へのアプロー
チの方法、管理など)の検討、ボランティアによる維持
管理の実践などで、主に平日の午前中に活動します。

募 集 要 件

年 齢 要 件

募 集 期 間

申し込み先

自然に興味のある人。周辺の自然を学びな
がら公園の維持管理にかかわってみたい人。
18歳以上の人
６月11日(月)～22日(金)
三郷教育課生涯学習係（℡77・2109）

ど
あ
い

め



名
誉
市
民
・
　
橋
節
郎
さ
ん
逝
く

い
つ
の
日
も
故
郷
を
想
い

曇
野
市
の
名
誉
市
民
で
漆
芸

家
の
　
橋
節
郎
さ
ん
が
４
月

１９
日
朝
、
入
院
先
の
東
京
女
子
医
科

大
学
病
院
＝
東
京
都
新
宿
区
＝
で
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
享
年
９２

歳
で
し
た
。

橋
さ
ん
は
、
１
９
１
４
年
北
穂

高
生
ま
れ
、
東
京
美
術
学
校（
現

東
京
芸
術
大
学
美
術
部
）在
学
中
に
漆

と
出
会
い
、
優
れ
た
時
代
感
覚
と
自
由

な
発
想
に
よ
り
、
芸
術
性
豊
か
な
独
自

の
漆
芸
術
の
世
界
を
創
り
出
し
ま
し
た
。

そ
の
功
績
は
９７
年
に
文
化
勲
章
を
受
章

す
る
な
ど
高
く
評
価
さ
れ
、
芸
術
史
に

大
き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

た
、
　
橋
さ
ん
は
、
故
郷
で
あ

る
安
曇
野
を
こ
よ
な
く
愛
し
た

人
で
も
あ
り
ま
す
。

　
生
前
、
「
故
郷
を
離
れ
る
年
月
が
長

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
故
郷
へ
の
思
い

は
ど
ん
ど
ん
強
く
な
る
」
と
語
っ
て
い

た
　
橋
さ
ん
は
、
故
郷
で
培
っ
た
イ
メ

ー
ジ
や
創
造
力
を
作
品
制
作
の
核
と
し

て
い
ま
し
た
。

　
小
さ
い
こ
ろ
、
家
の
庭
か
ら
冬
の
星

空
を
眺
め
る
と
、
星
々
が
星
座
の
よ
う

に
像
を
結
び
、
動
物
や
人
間
、
妖
怪
の

形
に
見
え
た
と
い
う
思
い
出
や
、
北
ア

ル
プ
ス
の
ふ
も
と
の
小
さ
い
塚
や
古
墳

で
遊
ん
だ
と
き
、
土
器
の
破
片
な
ど
を

掘
り
出
し
て
は
、
い
つ
か
古
代
都
市
が

発
見
で
き
る
と
い
に
し
え
に
思
い
を
は

せ
た
こ
と
な
ど
、
幼
少
時
代
に
故
郷
の

自
然
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
世
界
が
　
橋
さ

ん
の
作
品
に
結
実
し
て
い
ま
す
。

０
０
３
年
に
は
、
生
家
の
地
に

安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念
美
術
館

が
開
館
し
ま
し
た
。
自
ら
の
芸
術
の
原

点
で
あ
る
故
郷
に
そ
の
美
の
殿
堂
た
る

美
術
館
が
で
き
た
こ
と
を
大
変
喜
び
、

　
橋
さ
ん
は
何
度
も
足
を
運
ん
で
い

ま
す
。
　
　

　
近
年
で
は
、
美
術
館
に
来
た
小
学

生
と
満
開
の
桜
の
下
で
憩
い
の
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
た
り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
行
わ
れ
た
地
元
住
民
の
作
品
展
を

鑑
賞
す
る
な
ど
、
利
用
者
と
の
ふ
れ

あ
い
か
ら
心
安
ら
ぐ
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
花
の
季
節
、
紅
葉
の

季
節
、
折
々
に
故
郷
を
思
い
、
亡
く

な
る
直
前
ま
で
帰
郷
を
熱
望
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

別
式
は
４
月
２６
日
、
護
国
寺

桂
昌
殿
＝
東
京
都
文
京
区
＝

で
行
わ
れ
、
平
林
市
長
が
参
列
し
弔

辞
を
捧
げ
ま
し
た
。
市
長
は
弔
辞
の

最
後
に
、
　
橋
さ
ん
の
詩
「
穂
高
の

四
季
」
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　
「
故
郷
は
永
久
に
美
し
く
　
い
つ

の
日
も
故
郷
を
想
い
　
故
郷
を
愛
で

　
そ
し
て
い
つ
の
日
か
人
は
そ
れ
ぞ

れ
に
　
故
郷
に
回
帰
す
る
で
あ
ろ
う
」

　
満
天
の
星
空
へ
と
昇
り
故
郷
へ
帰

っ
て
来
た
�
橋
さ
ん
。
そ
の
芸
術
世
界

は
永
遠
に
故
郷
を
照
ら
し
続
け
ま
す
。

�橋節郎年譜

1914　長野県南安曇郡北穂高村に生まれる。

1932　松本中学校を卒業。

1940　東京美術学校研究科を修了。

紀元2600年奉祝展に「ひなげしの

図小屏風」を出品、入選。以後、

文展・日展に出品、受賞を繰り返す。

1962　第1回日本現代工芸美術展に初出品。

1965　第21回日本芸術院賞を受賞。

1976　東京芸術大学美術部教授に就任。

1978　現代工芸美術家協会理事長に就任。

1981　日本芸術院会員に推挙される。

1982　日展常務理事に就任。

穂高町名誉町民になる。

1990　文化功労者に顕彰される。

1995　東京芸術大学名誉教授となる。

豊田市美術館　橋節郎館開館。

1997　文化勲章を受章。

2003　安曇野　橋節郎記念美術館開館。

2005　安曇野市名誉市民となる。

2007　東京にて逝去。

安曇野の自然、そこ

で養われた芸術への

志向が作品制作の核

となった。

2003年のオープン以来、6万

4000人が美術館に来館。芸術家

としての魂が確実に故郷に息づ

いている。

美術館に設置された記帳台。

市民らが次々と訪れ、冥福を祈りました。

「星空円舞」 漆屏風

1991年制作

安

ま

２告

� 5月号広報



新料金の適用時期（一般家庭は10月請求分から新料金）

５月検針
(15日～31日)

７月検針
(15日～31日)

９月検針
(15日～30日)

11月検針
(15日～30日)

（２ヵ月検針） （２ヵ月検針） （２ヵ月検針）

６月請求 ８月請求

旧料金
１０月請求

 新料金

(５月検針日～７月検針日分)

７月検針分までは旧料金
(７月検針日～９月検針日分)

７月検針以降は新料金

新　料　金　表

一 般 用
公衆浴場用

�5月号広報

市政トピックス
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＊ T O P I C S

　穂高広域施設組合の処理施設検討
委員会が４月１９日、ごみの減量・資源化
や一般廃棄物最終処分場の建設用地
選定などに係る提言書を、同組合管理
者である平林市長に提出しました。
　提言では、平成２２年度までに平成１３
年度を基準年とし、家庭・事業系ごみの
排出量を５％以上減量するほか、平成１３
年度に２０％だった資源化率を２４％まで
引き上げることを目標としています。
　また、組合外の民間処分場に頼って
いる一般廃棄物の最終処分について、
現在委託している中野市の民間処分場
の使用期限が迫っていることなどから、
組合管内で新たに処分場を確保すると
しています。処分場の候補地としては、
組合加入６市町村の中で、人口およびご
み排出量がもっとも多い安曇野市から
選定するものとし、施設の規模は敷地面
積２㌶以上、年間３，３００㌧の廃棄物を
平成２５年から平成３９年の１５年間埋め
立てられるものとしています。
　同組合では今後、この提言書につい
て構成市町村に説明するとともに、具体
的な計画を検討していく予定です。

　
水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
と
安
定

給
水
の
確
保
の
た
め
、
本
年
１０
月
請

求
分
か
ら
穂
高
地
域
の
水
道
料
金
が

新
料
金
と
な
り
ま
す
。

　
改
正
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
「
広

報
あ
づ
み
の
４
月
号
」
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
改
定
の
時
期

と
金
額
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
料
金
の
引
き
上
げ
に
当
た
っ
て
は
、

水
道
使
用
量
が
多
い
ほ
ど
高
額
な

負
担
と
な
る
逓
増
制
料
金
を
採
用

す
る
こ
と
と
し
、
一
般
生
活
者
に

大
き
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
配

慮
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
１
世
帯
当
た
り
の
平
均

的
な
水
道
使
用
料
金
は
１
期（
２
カ

月
）で
６
、０
０
０
円
〜
８
、０
０
０
円

程
度
で
す
が
、
一
般
家
庭
で
平
均
１２

〜
１３
％
の
値
上
げ
と
な
る
こ
と
か
ら
、

新
料
金
で
は
８
０
０
円
〜
１
、０
０
０

円
程
度
の
負
担
増
と
な
り
ま
す
。

　
穂
高
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
ご
負
担

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
今
後
と
も
一

層
の
経
費
の
節
減
を
図
り
な
が
ら
健

全
な
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
上
下
水
道
部
業
務
課
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

　
下
水
道
料
金
は
、
市
内
全
地
域
が

改
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
上
水
道
と
同
様
、
料
金
改
定
の
背

景
は
「
広
報
あ
づ
み
の
４
月
号
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
新

し
い
料
金
体
系
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
料
金
は
、
豊
科
地
域
と
穂
高
・
三

郷
・
堀
金
・
明
科
地
域
に
分
け
て
設

定
し
て
い
ま
す
。

　
改
定
後
の
水
道
料
金
は
、
お
住
ま

い
の
地
域
や
使
用
水
量
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
の
で
、
下
表
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
時
期
は
豊
科
、
三
郷
、
明
科

が
１０
月
請
求
分
か
ら
で
、
穂
高
・
堀

金
が
１１
月
請
求
分
か
ら
で
す
。
今
後

も
市
で
は
下
水
道
事
業
の
経
費
節
減

と
事
務
の
効
率
化
を
図
り
、
事
業
の

健
全
運
営
に
努
め
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
部
業
務
課

　
　
　
　
　
　
　（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

上水道

穂高地域の水道料金は、一般家庭用で

10月請求分から変わります。

下水道

下水道料金は10月請求分（豊科・三郷・明科）と
11月請求分（穂高・堀金）から適用。

下水道料金は
全地域で変更

穂高地域の水道料金が
10月請求分から変更

《下水道料金改定表》

豊科地域〈新料金適用は10月請求分（８月検針分）から〉

三郷・堀金地域〈三郷：新料金適用は10月請求分（８月検針分）から〉
〈堀金：新料金適用は11月請求分（９月検針分）から〉

穂高地域〈新料金適用は11月請求分（９月検針分）から〉

明科地域〈新料金適用は10月請求分（８月検針分）から〉

用　途

一般用

公　 衆
浴場用

別荘用

臨時用

口　径
(mm)

13
20
25
30
40
50
75
100
　

１年

全

水　量

10m3

500m3

120m3

10m3

1,570 
2,200 
2,940 
3,670 
3,880 
4,930 
6,300 
8,190 

14,700

22,750

6,300

  180
 300
 460
 730
 820
2,070
2,700
3,810

2,200

▲ 1,750

 1,750
2,500
 3,400
 4,400
 4,700
 7,000
 9,000
12,000

16,900

21,000

基　本　料　金　（１カ月につき）
（旧）料金
（円）

（新）料金
（円）

増加額
（円）

（旧）料金 （新）　料　金

11m3以上

（一律）
168円

 73円
　

 178円
 

525円改定なし 改定なし

11m3以上
30m3まで

190円

31m3以上
　
205円

超過料金については、従来の一律
料金設定を変更し、2段階による
超過料金設定となります。

501m3�以上　　84円

121m3～360m3　　190円 361m3以上　　205円

超　過　料　金　（1m3につき）

種　別 区    分 （旧）排除した汚水量 （旧）料金

一般汚水
　

公衆浴場
一時使用

基本料金

１m3につき

１m3につき
１m3につき

10m3まで
11m3～30m3
31m3～100m3
101m3以上

1,575円
157.5円
173.25円
199.5円
42円

199.5円

種　別 区    分 （旧）排除した汚水量 （旧）料金

一般汚水
　

一時使用

基本料金

１m3につき

１m3につき

10m3まで
11m3～30m3

1,890円
147円

210円

種　別 区    分 （旧）排除した汚水量 （旧）料金

一般汚水

一時使用

基本料金

１m3につき

１m3につき

10m3まで
11m3～30m3
31m3～５0m3
51m3～100m3
101m3～300m3
301m3以上

1,732.5円
173.25円
183.75円
194.25円
204.75円
215.25円
210円

種　別 区    分 （旧）排除した汚水量 （旧）料金

一般汚水

一時使用

基本料金

１m3につき

１m3につき

10m3まで
11m3～30m3
31m3～５0m3
51m3～100m3
101m3～300m3
301m3以上

1,680円
168円
178.5円
189円
199.5円
210円
210円

（新）料金（新）排除した汚水量
10m3まで
11m3～30m3
31m3～100m3
101m3以上
１m3につき
１m3につき

1,785円
178.5円
194.25円
204.75円
44.1円

204.75円

（新）料金（新）排除した汚水量
10m3まで
11m3～30m3
31m3～100m3
101m3以上
１m3につき

1,890円
189円
199.5円
210円
210円

（新）料金（新）排除した汚水量
10m3まで
11m3～30m3
31m3～100m3
101m3以上
　
　
１m3につき

1,890円
189円
199.5円
210円
　
　

210円

（新）料金（新）排除した汚水量
10m3まで
11m3～30m3
31m3～100m3
101m3以上
　
　
１m3につき

1,890円
189円
199.5円
210円
　
　

210円

て
い
ぞ
う

穂高広域施設組合
処理施設検討委員会が

提言書を提出

平成16年度、安曇野市の家庭ごみ収集量は
６市町村で最も多い20.864㌧で

2番目に多い池田町の2,533㌧と比べ
８倍以上にもなる

平成16年度、安曇野市の家庭ごみ収集量は
６市町村で最も多い20.864㌧で

2番目に多い池田町の2,533㌧と比べ
８倍以上にもなる



地域福祉計画

��5月号広報

税
　
金

市
県
民
税
が
変
わ
り
ま
す

平
成
19
年
度
市
県
民
税
の
主
な
変
更
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市政トピックス

�� 5月号広報 月号

ひめこぶしの家

安曇野赤十字病院

利用者の職業訓練・社会復帰の場として有効活用を

市民とともに地域医療を考える

「福祉のまちづくり検討会」報告会を開催

木造平屋建てで、建物の延床面積は149.10平方㍍。
南側には、ウッドデッキが設けられている。

平林市長も参加して、これからの地域医療を考える
パネルディスカッションも行われた。

　精神障害者地域活動支援センター「ひめこぶしの家」
の落成式が４月２６日、豊科保健センター東側の現地
で行われました。
　式には、西山副市長をはじめ施設の利用者、指定
管理者である豊科精神障害者家族会の関係者など約
６０人が出席して完成を祝いました。これまで同施設
は、市内の旧教員住宅を利用していましたが、老朽
化が激しく、手狭だったため、新築しました。施設
には、多目的作業室や休憩室のほか、新たな作業訓
練の１つとして行う陶芸の窯も設置されました。

　安曇野赤十字病院は４月２１日、「安曇野の地域医
療フォーラム」（市・医師会共催）を豊科ふれあいホー
ルで開催しました。
　このフォーラムは、病院建設を計画している安曇
野赤十字病院の市民病院的な役割などについて、市
民と一緒に考えようと開催されました。９年前に病
院を新築した秋田赤十字病院の宮下正弘院長は、市
民ギャラリーなどを院内に取り入れた事例などを紹
介し、「地域と病院との熱い思いがあって、初めて医
療文化の花が咲く」と話しました。会場には、約２００人
が訪れ、それぞれの意見に耳を傾けました。

各地域の取り組みや抱える課題、解決策などの
発表が行われた。

　現在、市では地域福祉計画策定のため 「福祉のまちづ
くり検討会」を開催しています。この検討会は、市民参
加の福祉のまちづくりに向けた自主的な取り組みのひと
つで、１００人を超える市民により構成されています。
　４月１４日には、１８年度に豊科、穂高、三郷、堀金、
明科の地域ごとに検討した「高齢者」「障害者」「子ども」
「まちづくり」についての活動成果を報告しました。
今後、検討会ではこの報告会の内容を踏まえ、検討
を進め、７月には地域福祉計画策定委員会へ最終報
告を行う予定です。

○平成19年度（平成18年中の所得）所得証明書について

　　所得証明書の発行を希望される人は、各総合支所地域支援課税務会計係（市税の納付窓口）で発行しますので、

　身分証明書などをご持参の上、来庁ください。なお、同居の家族以外の人の証明書発行には委任状が必要となります。

　※本庁舎（旧自治会館）、県安曇野庁舎では発行できませんのでご注意ください。

○市県民税の納付について

　　市では、平成１９年度市県民税納税通知書を６月１日ごろ発送します。お手元に届きましたら内容をご確認の上、納め

　忘れのないように納期限までに納付ください。また、口座振替を登録されている人は納期限日に引き落としとなります

　ので、税額と残高をご確認ください。（口座振替の場合は、税額通知書の領収欄に口座振替と記載されています）

　　新たに口座振替をご希望の人は、豊科総合支所内収納課（℡ 72･3111）までご連絡ください。

 

●
市
県
民
税
の
所
得
割
の
税
率
が

 
一
律
１０
％
に
な
り
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
税
額
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
税
源

移
譲
に
よ
っ
て
住
民
税
は
増
え
て
も
、

所
得
税
が
減
り
ま
す
の
で
、
納
税
者

の
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

▼
給
与
所
得
者
の
場
合

　
多
く
の
給
与
所
得
者
は
、
毎
月
の

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
の
で
、

今
回
、
納
税
通
知
書
は
発
送
し
ま
せ

ん
。
代
わ
り
に
会
社
か
ら
税
額
通
知

書
が
配
ら
れ
ま
す
。
税
源
移
譲
の
影

響
は
、
今
年
１
月
か
ら
天
引
き
さ
れ

て
い
る
所
得
税
が
減
額
に
な
り
、
６

月
か
ら
住
民
税
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

▼
年
金
受
給
者
の
場
合

　
年
金
受
給
者
は
、
今
年
２
月
か
ら

天
引
き
さ
れ
て
い
る
所
得
税
が
減
額

さ
れ
、
１９
年
度
の
住
民
税
か
ら
増
額

さ
れ
ま
す
。

▼
事
業
所
得
者
の
場
合

　
１９
年
度
の
住
民
税
か
ら
増
額
さ
れ
、

平
成
２０
年
３
月
確
定
申
告
分
の
所
得

税
か
ら
減
額
さ
れ
ま
す
。

●
定
率
減
税
の
廃
止

　
定
率
減
税
と
は
、
税
額
か
ら
一
定

の
額
を
控
除
す
る
減
税
措
置
で
す
。

景
気
対
策
の
た
め
暫
定
的
な
税
負
担

の
軽
減
措
置
と
し
て
導
入
さ
れ
た
定

率
減
税
が
、
経
済
状
況
の
改
善
な
ど

を
踏
ま
え
、
平
成
１９
年
度
分
か
ら
廃

止
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
控
除
が

な
く
な
っ
た
分
は
負
担
増
と
な
り
ま

す
。

●
６５
歳
以
上
の
人
の
非
課
税
措
置
を

 
廃
止
し
た
こ
と
に
伴
い
、
経
過
措

 
置
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
１７
年
１
月
１
日
現
在
、
６５
歳

以
上
の
人（
昭
和
１５
年
１
月
２
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）で
、
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の

場
合
は
、
平
成
１７
年
度
ま
で
は
非
課

税
で
し
た
。
こ
の
措
置
が
平
成
１８
年

度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、

急
激
な
税
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
経

過
措
置
が
と
ら
れ
、
１９
年
度
は
３
分

の
２
を
課
税
し
て
い
ま
す
。

ご注意ください

＊ T O P I C S

市県民税納税通知書（平成19年度）を６月１日（金）ごろ発送します

 税制改正により今年から市県民税は大きく変わります。詳しくは、納税通知書
に同封されたパンフレットまたは、広報あづみの１月号をご覧ください。

平成19年度（平成18年中の所得）所得証明書が6月1日（金）から発行できます

 各総合支所地域支援課税務会計係で発行します。
　※本庁舎、県安曇野庁舎では発行できません。
■問い合わせ　豊科総合支所内総務部市民税課（℡ 72・3111）
　　　　　　　各総合支所地域支援課税務会計係



５/６�長野県市町村対抗駅伝競走大会
� ����長野県市町村対抗小学生駅伝競走大会

�� 5月号広報 ��5月号広報

　市内にある企業の新入社員を対象にした新規学
卒就職者歓迎会が４月１９日、スイス村サンモリ
ッツで開催されました。
　この日は、４５社から約２３０人が参加しました。
会田二郎商工会長は「自分の住むところ、勤める
ところが安曇野市と胸を張って言えるようにして
ほしい」と激励しました。就職者代表のニチコン
（株）の今井加奈さんは「安曇野市から感動を世界
へ発信できるよう頑張りたい」と抱負を語りました。
会では、丸の内ビジネス専門学校長の内川小百合
さんによる講演が行われました。

　市環境基本計画策定の資料づくりと、市民の
環境への関心を高めるための企画であるあづみ
野環境塾「身近な生きもの調査説明会」が４月２１日、
国営アルプスあづみの公園で開催されました。
　この日は、親子連れなど約１００人が集まりまし
た。調査対象となる動植物など生きものは３３種
類で、調査方法などの説明を受けた後、グルー
プに分かれて、園内で観察会を行いました。今
後は、当面の間秋まで調査を行い、その後も息
の長い調査として継続していく予定です。

身近な生きもの調査開始
4/21�あづみ野環境塾開催

安曇野市は第５位、小学生は第３位

「おばあちゃんからのおくりもの」が図書館に
明科の望月美輪さん原作の絵本が優秀賞

４/７ スポーツ少年団結団式

　今年１月に設立された安曇野市スポーツ少年団
がシーズン本番を目前に控えた４月７日、県民豊
科運動広場で結団式を行いました。
　これまで５地域で別々に活動していた少年団
が１つになって初めての結団式で、この日は約
１,０００人の関係者が参加しました。同スポーツ少
年団には、市内で活動する野球やサッカー、柔道
など５８の団体が加盟。県内のスポーツ少年団の
１割にあたる約１,８００人が活動する大所帯となり
ました。本部長の西村義夫さんは「大きくなった
ことで横のつながりができた。スポーツ以外の交
流も積極的に行っていきたい」と話していました。

スポーツの季節に笑顔いっぱい

新社会人が勢揃い
４/19 新規学卒就職者歓迎会

　安曇野に春を告げる音楽の祭典がゴー
ルデンウイーク中に市内の各所で行われ
ました。
　４月２９日には、第２４回早春賦まつりが
穂高川沿いに建つ早春賦歌碑前で行われ
ました。市内の子どもたちとコーラスグ
ループによる三世代合唱やインディアン
ハープ演奏、来場者全員参加の早春賦の
大合唱などが行われました。残雪の北ア
ルプスと青空のもと、県内外から参加し
た３００人は、春の訪れを実感していました。
また、この日は夕方から早春賦を作詞し
た吉丸一昌さんの孫の昌昭さんがプロデ
ュースしたドキュメンタリー映画「二つ
の故国をつなぐ歌－Ｄｉｖａ（ディーヴァ）
早春賦をうたう」の特別試写会も行われ
ました。
　５月５日には、第４４回童謡祭りが開催
され、安曇野の春を待ちわびた多くの人
が集い、歌声を響かせました。

春を告げる歌声が響く
４/29・5/５ 市内の音楽まつり

　子どもたちが楽しみながら、人権について考え、
話し合うことができるきっかけとなってほしい…。
大阪市教育委員会が毎年実施している「人権絵本
原作コンクール」で、明科の望月美輪さんの作品が、
最高賞となる優秀賞を受賞し、このほど絵本とな
りました。望月さんは、福祉現場での経験も生か
した創作活動を行っていて、今回の作品もそのと
きの出来事がもとになっています。今回の受賞に
ついて望月さんは、「絵本になる打ち合わせをし
ているうちに、実感が沸いてきました」とうれし
そうに話してくれました。絵本となった「おばあ
ちゃんからのおくりもの」は市内の各図書館で借
りることができます。

　第１７回長野県市町村対抗駅伝競走大会
が５月６日、松本城太鼓門前から松本平
広域公園陸上競技場までの８区間（３９.３㌔）
で行われました。今年は県内の５７チーム
が参加しました。予選会などを行い、選
抜された安曇野市チームは、雨が降る悪
天候の中、全員が安定した走りを見せ、
総合５位入賞を果たしました。
　第１区間を走った津金寛彦君（堀金中
３年）は「雨のレースは好きな方ですが、
今日の調子はいまいちでした。ほかのチ
ームの人は強く、自分はまだまだだと思
いました」と話してくれました。
　この日は、第３回小学生市町村対抗駅
伝競走大会も行われ、安曇野市は第３位
となりました。選手たちは、練習を重ね
る中で新しい仲間作りもでき、昨年を上
回る結果に喜んでいました。



安曇野市教育委員会
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田
淵
行
男
記
念
館

お
も
し
ろ
自
然
教
室
第
3
回

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド

ふ
ら
ば
〜
る
バ
レ
ー
教
室

��5月号広報

　
心
の
こ
も
っ
た
絵
た
よ
り
を
楽
し

み
な
が
ら
描
き
ま
せ
ん
か
。
最
終
回

に
は
栄
村
「
絵
手
紙
館
」
を
訪
問
し
、

作
品
鑑
賞
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
開
講
日
　
６
月
１４
日
、７
月
１２
日
、

　
８
月
９
日
、９
月
１３
日
、１０
月
１８
日

　（
毎
月
木
曜
日
）

■
時
間
　
午
前
９
時
３０
分

　
　
　
　
〜
１１
時
３０
分

■
場
所
　
三
郷
公
民
館

■
定
員
　
２０
人（
先
着
順
）

■
講
師
　
堀
内
征
二
さ
ん

　
　
　
　（
王
滝
村
公
民
館
長
）

　
木
曽
義
仲
を
中
心
に
、
平
家
物
語

や
木
曽
谷
に
関
す
る
文
学
・
文
学
碑

な
ど
幅
広
く
学
び
ま
す
。

　
最
終
回
は
木
曽
町
日
義
の
「
義
仲

館
」の
見
学
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
開
講
日
　
６
月
２８
日
、７
月
２６
日
、

　
８
月
２３
日
、９
月
２０
日（
毎
月
木
曜
日
）

　■
時
間
　
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分

■
場
所
　
三
郷
公
民
館
　

■
定
員
　
５０
人（
先
着
順
）

■
講
師
　
清
沢
由
之
さ
ん

　（
元
松
本
市
北
部
公
民
館
長
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
︵
共
通
︶

　
５
月
２９
日（
火
）か
ら
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。
三
郷
図
書
館（
℡

７７
・
２
１
０
９
）ま
で
お
電
話
な
ど

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

絵
た
よ
り
講
座

楽
し
ん
で
描
こ
う
（
全
5
回
）

文
学
講
座

木
曽
路
を
巡
る
文
学（
全
4
回
）

　▼
豊
科
図
書
館
　

　
６
月
１９
日（
火
）〜
２４
日（
日
）

▼
穂
高
図
書
館
　

　
７
月
２
日（
月
）〜
９
日（
月
）

▼
三
郷
図
書
館
　

　
６
月
１１
日（
月
）〜
１８
日（
月
）

▼
堀
金
図
書
館
　

　
６
月
２５
日（
月
）〜
７
月
２
日（
月
）

▼
明
科
図
書
館
　

　
６
月
４
日（
月
）〜
１１
日（
月
）

　
所
蔵
資
料
の
一
斉
点
検（
棚
卸
し
）

や
書
架
の
整
理
を
行
う
た
め
、
右
記

の
期
間
中
、
各
図
書
館
が
休
館
と
な

り
ま
す
。
図
書
館
を
快
適
に
便
利
に

使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
大
変
重
要

な
作
業
で
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
文

　
化
振
興
係
　
（
℡
６２
・
４
５
６
５
）

　
今
回
は
白
馬
村
の
親
海
湿
原（
お

よ
み
し
つ
げ
ん
）の
自
然
か
ら
学
び
ま

す
。
身
近
な
自
然
を
楽
し
く
学
び
ま

せ
ん
か
。

■
講
師
　
飯
沼
 
冬
彦
さ
ん

　（
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

■
日
時
　
６
月
１６
日（
土
）

　
午
前
７
時
３０
分
〜
午
後
５
時

■
会
場
　
親
海
湿
原（
北
安
曇
郡
白
馬
村
）

■
集
合
場
所
　
田
淵
行
男
記
念
館

■
定
員
　
２６
人

■
受
講
料
　
１
、５
５
０
円（
受
講
料
・

　
保
険
料
・
バ
ス
代
な
ど
）

■
申
し
込
み
　
５
月
２９
日（
火
）〜
６

　
月
１２
日（
火
）ま
で
に
、
田
淵
行
男

　
記
念
館
窓
口
に
受
講
料
を
添
え
て

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に

　
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
田
淵
行
男
記
念
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
９
９
６
４
）

　
６
月
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
教
室
「
ワ
ン

バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
〜
る
バ
レ
ー
教
室

（
全
１０
回
）」を
開
講
し
ま
す
。

　
三
角
形
の
だ
円
の
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
年
齢
に

関
係
な
く
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。
さ
あ
、

一
緒
に
い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

■
開
始
日
　

　
昼
の
部
 
６
月
２６
日（
火
）か
ら
毎

　
週
火
曜
日（
一
部
変
更
あ
り
）

　
夜
の
部
　
６
月
２２
日（
金
）か
ら
毎

　
週
金
曜
日

■
時
間
　

　
昼
の
部
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

　
夜
の
部
 
午
後
7
時
３０
分
〜
９
時

■
場
所
　

　
昼
の
部
　
穂
高
総
合
体
育
館

　
夜
の
部
　
穂
高
西
中
学
校
体
育
館

■
講
師
　
市
体
育
指
導
委
員

■
対
象
　
一
般

■
定
員
　
３０
人（
先
着
順
）

■
受
講
料
　
１
、０
０
０
円

■
保
険
料
　
１
、５
０
０
円

　
　
　
　
　（
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
）

■
申
込
方
法
　
６
月
８
日（
金
）午
前

　
８
時
３０
分
か
ら
１３
日（
水
）ま
で
穂

　
高
会
館
内
教
育
課
窓
口
で
、
所
定

　
の
用
紙
に
記
入
の
上
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
講
座
と
も

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
ご
遠
慮

　
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
に
は
受
講

　
料
と
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
が
必

　
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
穂
高
会
館
内
穂
高
教
育
課
社
会
体

　
育
係
　
　
　
（
℡
８２
・
５
９
７
０
）

・

紹介する人

お
す
す
め
の
一
冊

安
曇
野
市
各
図
書
館

特
別
休
館
の
お
知
ら
せ

三
郷
図
書
館

図
書
館
講
座

ドキドキ・ワクワクお話の世界

6月の おはなし
図書館

豊科 ちいさいたんぽぽ（幼）・おはなしたんぽぽ（５歳以上）
豊科公民館和室 (Tel.72・2158)

１５日（金）１１：００～（幼児対象）
　　　　１６：３０～（５歳以上対象）

穂高 おはなしとしょかん
穂高会館講義室 (Tel.84・0111)

１６日（土）１０：３０～（幼児対象）
　　　　１１：２０～（５歳以上対象）

三郷 ポケットの会
三郷公民館児童室�(Tel.77・2109)

  ９日（土）１０：００～（幼児・小学生対象）

堀金 おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー�(Tel.72・5796)

１３日（水）１１：００～（幼児対象）
２０日（水）１５：３０～（小学生対象）
　　　　１６：００～（保育園児対象）

明科 おはなしの会
「ひまわり」和室�(Tel.62・1122)

２３日（土）１１：００～（幼児対象）
　　　　１１：３０～（５歳以上対象）

さん��(明科東川手)

お
す
す
め
の
一
冊

窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん

黒
柳

徹
子
�
著 ＊大人も楽しめます。 ボールの大きさは

大きい方で
約33センチ。

�� 5月号広報

　私がこの本と初めて出会ったのは、20年近く前です。
小学１年生で問題児として退学させられたトットちゃ
んに新しい学校の先生は「君は本当はいい子なんだよ」
といつも声を掛けてくれたそうです。そんな先生と優
しい両親に見守られて育っていった黒柳徹子さんの本
当のお話です。「この先生に会えなかったら私はおそ
らく何をしても『悪い子』というレッテルを張られた
まま大人になっていったでしょう」と書いています。
一家で感動できる一冊だと思います。

 橋�よしみ

楽
し
み
な
が
ら

絵
手
紙
を
作
り
ま
す
。
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児
童
手
当
制
度
の
拡
充

水
道
週
間
が
始
ま
り
ま
す

穂
高
地
域
・
開
発
事
業
の
承
認

　
平
成
１９
年
４
月
１
日
か
ら
児
童
手
当

制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
３
歳
未
満

の
児
童
に
対
す
る
手
当
額
が
、
出
生
順

位
に
関
わ
ら
ず
一
律
月
１
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
改
正
後
の
最
初
の
支
給
月
と

な
る
１９
年
６
月
は
、
２
月
か
ら
５
月
分

の
手
当
を
支
給
し
ま
す
が
、
２
月
お
よ

び
３
月
分
は
、
改
正
前
の
金
額
、
４
月

お
よ
び
５
月
分
は
改
正
後
の
金
額
の
合

計
額
を
支
給
し
ま
す
。

 
３
歳
以
上
の
児
童
手
当
の
額
、
支

給
対
象
年
齢
お
よ
び
所
得
制
限
限
度

額
は
現
行
ど
お
り
で
す
。
ま
た
、
今

回
の
改
正
に
つ
い
て
新
た
な
手
続
き

な
ど
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
部
児
童

　
保
育
課
児
童
係
（
℡
８１
・
０
７
２
７
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
福
祉
係

　
市
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
で

お
い
し
い
水
を
お
届
け
す
る
た
め
、
適

切
な
水
質
管
理
や
配
水
施
設
の
管
理
に

努
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
安
全
で
豊

富
な
水
を
供
給
す
る
た
め
に
は
、
水
源

の
汚
染
防
止
お
よ
び
保
全
に
一
人
ひ
と

り
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
年
の
水
道
週
間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
水
道
が
う
る
お
す
日
々
の
健
や
か
さ
」

で
す
。
こ
の
機
会
に
水
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内
上

　
下
水
道
部
上
水
道
課

　
　
　
　
　
　
　（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

　
穂
高
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
規
定

に
よ
り
、
市
長
が
承
認
し
た
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
１９
年
３
月
の
開
発
審
査
分

 
（
承
認
日
　
平
成
１９
年
４
月
１２
日
）

■
宗
教
法
人
 
青
原
寺
の
開
発
事
業

・
場
所
　
有
明
３
４
６
１
‐１
他
５
筆

・
開
発
面
積
　
４
、３
８
９
・
６
３
㎡

・
目
的
　
壇
信
徒
会
館
の
新
築
・
庫

　
裏
の
建
替
え

■
日
本
オ
ー
ト
企
画
㈱
の
開
発
事
業

・
場
所
　
有
明
７
２
５
２
‐４
他
４
筆

・
開
発
面
積
　
４
、５
９
７
・
７
３
㎡

・
目
的
　
宿
泊
施
設
の
増
築
、
露
天

　
風
呂
の
改
修

■
林
�
義
弘
の
開
発
事
業

・
場
所
　
有
明
９
４
３
６
‐１

・
開
発
面
積
　
１
、０
０
３
・
０
０
㎡

・
目
的
　
貸
駐
車
場
「
穂
高
新
聞
販
売

　
㈱
他
の
来
客
用
・
従
業
員
用
」

 
※
開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
。

　
安
曇
野
交
通
安
全
協
会
穂
高
支
部

で
は
、
運
転
免
許
更
新
者
を
対
象
に

特
定
任
意
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
習
会
を
受
け
る
と
、
更
新
時

の
講
習
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
　
６
月
１４
日（
木
）

■
時
間
　
午
後
７
時

　（
受
付
　
午
後
６
時
３０
分
〜
７
時
）

■
場
所
　
穂
高
会
館
第
２
会
議
室

■
受
講
対
象
者
　
平
成
１９
年
６
月
１５

　
日
〜
平
成
１９
年
１２
月
１４
日
に
免
許

　
証
更
新
と
な
る
人

※
７０
歳
以
上
と
更
新
時
に
７０
歳
に
な

　
る
人
は
、
高
齢
者
講
習
が
必
要
で

　
す
の
で
、
受
講
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
受
講
料
　
１
、７
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
 
穂
高
交
番
内
安
協
穂

　
高
支
部
事
務
局
　（
℡
８２
・
２
１
５
７
）

 
市
議
会
６
月
定
例
会
を
次
の
と
お

り
開
会
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
傍
聴
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
会
期
　
６
月
７
日（
木
）〜
２５
日（
月
）

■
時
間
　
午
前
１０
時
開
会

■
問
い
合
わ
せ
　
堀
金
総
合
支
所
内

　
議
会
事
務
局
（
℡
７２
・
３
１
０
６
）

　
市
で
は
、
長
野
県
弁
護
士
会
松
本

在
住
会
の
協
力
で
、
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
６
月
１４
日（
木
）

■
時
間
 
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

■
場
所
　
堀
金
総
合
支
所
１
階
相
談
室

■
相
談
人
数
　
８
人
 

■
相
談
時
間
　
１
人
２０
分

■
申
込
方
法
　
６
月
７
日（
木
）の
午
前

　
９
時
〜
正
午
ま
で
に
電
話
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
順
で
は

　
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
受
付
時
間
内

　
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
部
総
務
課
（
℡
７１
・
２
０
０
０
）

安
曇
野
市
議
会

６
月
定
例
会
 
会
期
日
程
︵
予
定
︶

（単位：円）入札契約結果（平成19年3月分）

無
料
法
律
相
談

特
定
任
意
講
習
会

工 　  事  　 名 工　事　個　所 請　負　者 請負代金

豊科総合支所電話交換設備更新工事

ふるさと農道緊急整備事業
烏川その２地区３工区工事

まちづくり交付金事業
市道穂高1級 4号線道路改良工事第1工区

まちづくり交付金事業
市道穂高1級 4号線道路改良工事第2工区

安曇野市下水道施設総合監視電気設備工事

豊科総合支所

堀金烏川

穂高　穂高町区

穂高　穂高町区

市内

4,725,000

 

19,425,000

 

16,800,000

 

12,285,000

 

47,250,000

サスナカ通信工業㈱
安曇野営業所

猿田建設㈱

㈱赤羽組

日東建設㈲

 

㈱明電舎長野営業所

職員の不祥事につきまして、市民の皆様にお詫び申し上げます。
�平成１８年１２月から本年４月にかけて、本市収納嘱託員による収納金の着服が行われたことが判明いた

しました。市民の皆様、関係の皆様には、大変なご心配とご迷惑をお掛けしましたことを心よりお詫び申し

上げます。

�市では、公金管理の重大な危機と受け止め、事実関係を調査し警察当局に告発するとともに、当人及び関

係職員を処分いたしました。現在、事件発生の原因を詳細に調査すると共に管理体制の強化に向けて対応を

進めています。今回の事件を教訓として、市職員全員が信頼回復に努め、二度とこのような不祥事を起こさ

ないよう全力を挙げて取り組んでまいります。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�安曇野市長 平林伊三郎

１ 処分内容 

  （１）被処分者　中田信行（総務部収納課市税等収納嘱託員）

  （２）処分　懲戒免職（平成１９年５月１４日付）

  （４）処分に至った事実の概要　

　　　　�被処分者は、市税等収納嘱託員として三郷地域の収納業務に従事していたが、平成１８年１２月か

　　　　　ら平成１９年４月までの間に集金した税金の一部７６１,５００円（５月１４日現在の状況）を着服（横領）

　　　　　し、生活費・遊興費に充てていた。

  （５）関係職員の処分

�　　・市長、副市長及び収入役　減給１００分の１０　１月

�　　・総務部長　　　　　　　　訓告

�　　・総務部収納課長　　　　　戒告

�　　・総務部税務係長（現三郷総合支所係長）　戒告

�　　・総務部収納係長　　　　　厳重注意

２ 経過

�　　滞納者への催告書を一斉送付（４月１８日）した中で、１人の滞納者から「催告書の税金は納付済である」

　　との連絡があり、事実確認を開始。４月２７日、着服を認める書面により遡って再調査。５月１４日、分限

　　懲戒審査委員会（第3回）開催。安曇野署へ告発状を提出し、公表しました。

相

談
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安
曇
野
市
役
所
職
員

長
野
県
警
察
官

あづみ野��水の探検隊に参加しませんか
あづみ野環境塾�～みんなで安曇野の環境を考えよう第２弾～

　市環境基本計画策定委員会では、「あづみ野 水の探検隊」と称して、さまざまな安曇野の水にスポットを当
てて、市民の皆さんと一緒に考えるあづみ野環境塾を開催します。安曇野の水の現状・課題などを確認し、長
峰山頂から安曇野の水の流れを眺望します。参加を希望する人は、次のとおりお申し込みください。

■日  時　６月１７日（日）　午前９時～午後３時（小雨決行）
■集合時間　午前８時５０分
■集合場所　豊科近代美術館西側（砂利）駐車場
■内  容 ・安曇野のさまざまな水めぐり（湧水・河川・水利用）
 　　　　　・長峰山散策（山頂からの眺望とチョウの森）
 　　　　　・昼食（安曇野産ニジマスのつぶら揚げ）
 　　　　　・有機農業の実情、堰、排水路の見学
■参��加��費　１,２００円（保険料・昼食代など）
■募集人数　先着３０人
■申込方法 ５月２８日（月）から申し込みを受け付けますので
　　　　　　電話でお申し込みください。
■そ��の��他　未舗装路を歩きますので、歩きやすい靴、服装で
　　　　　　ご参加ください。また、参加費は当日徴収します。
■申し込み・問い合わせ　
 　　　　　穂高総合支所内市民環境部環境課（℡８２・３１３１）
 
「身近な生きもの調査」参加者を追加募集
 市環境基本計画策定委員会では、市民の皆さんに環境への関心を持っていただくため、さまざまなイベント
を企画しています。イベント第一弾として、このほど「身近な生きもの調査説明会」を行いました。（Ｐ１３参照）
 市では調査にご協力いただける方を追加募集しています。この調査は、春から秋まで行います。市民の皆さ
んが見つけた生きものの情報をとりまとめ、安曇野の自然についての資料を作成します。調査の対象は、植物・
水生生物・昆虫・鳥・小動物です。この中から見分けやすい種類を選び、調査を行います。

■申し込み・問い合わせ　穂高総合支所内市民環境部環境課（℡８２・３１３１）

　
平
成
２０
年
４
月
採
用
の
安
曇
野
市

職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

■
試
験
日
程
お
よ
び
内
容

第
１
次
試
験

 
日
程
　
６
月
１７
日（
日
）

 
場
所
　
堀
金
総
合
支
所（
予
定
）

 
内
容
　
教
養
試
験
・
専
門
試
験

第
２
次
試
験
　

 
日
程
　
７
月
中
旬
ご
ろ

 
内
容
　
面
接
・
性
格
検
査

　
　
　
　
作
文
・
実
務
試
験
　
　
　
　

第
３
次
試
験

 
日
程
　
８
月
上
旬
ご
ろ

 
内
容
　
２
次
面
接（
予
定
）

■
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書

 
　
安
曇
野
市
役
所
本
庁
舎
総
務
部

　
人
事
課
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
を
希
望

　
す
る
場
合
は
、
１
４
０
円
切
手
を
同

　
封
の
上
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
安
曇
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受
験

　
案
内
の
み
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
受
験
申
込
方
法
　
受
験
申
込
書
に
 
 
 
 
 

　
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
い

　
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

・
持
参
に
よ
る
方
法
　
安
曇
野
市
役

　
所
本
庁
舎
１
階
人
事
課
ま
で
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。

・
郵
送
に
よ
る
方
法
　
６
月
５
日
必
着
。

　（
配
達
記
録
郵
便
等
で
郵
送
し
て
く

　
 だ
さ
い
）

■
受
験
受
付
期
間
　

 
６
月
１
日（
金
）〜
５
日（
火
）

　
※
受
付
は
、午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

■
受
験
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　

 
安
曇
野
市
役
所
本
庁
舎
１
階
人
事

　
課
職
員
担
当
　（
℡
７１
・
２
０
０
０
）

 
〒
３
９
９
‐８
２
０
５

 
長
野
県
安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２‐４
６

 
長
野
県
警
察
本
部
で
は
、
来
年
４

月
採
用
予
定
の
警
察
官
を
募
集
し
ま
す
。

■
試
験
区
分
　

 
警
察
官（
Ａ
）﹇
男
性
﹈

■
受
験
資
格
　

・
昭
和
５３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　
れ
た
男
性
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

　
る
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）を
卒

　
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
２０
年
３
月

　
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

・
身
体
的
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
警
察
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご

　
確
認
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
　

 
５
月
２３
日（
水
）〜
６
月
１３
日（
水
）

■
一
次
試
験
日
　
７
月
８
日（
日
）

■
試
験
地
　
松
本
市
お
よ
び
長
野
市

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
請
求
先

 
長
野
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
第

　
二
係
　（℡
０
２
６
・
２
３
３
・
０
１
１
０
）

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

 
　
０
１
２
０
・
３
１
４
・
０
３
１

※
安
曇
野
警
察
署
、
お
近
く
の
交
番
、

　
駐
在
所
で
資
料
請
求
で
き
ま
す
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

松
本
広
域
連
合
消
防
職
員︵
上
級
︶

information

　
来
年
４
月
に
採
用
予
定
の
松
本
広
域

連
合
消
防
職
員（
上
級
）の
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
区
分
　
上
級
　
消
防

■
受
験
資
格
　
昭
和
５４
年
４
月
２
日
か

　
ら
昭
和
６１
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
人
で
、
大
学
卒
業
程
度
の
学
力

　
を
有
す
る
人

■
採
用
予
定
人
員
　
若
干
名

■
一
次
試
験
実
施
日
　
６
月
１７
日（
日
）

■
場
所
　
松
本
広
域
消
防
局（
松
本
市
渚
）

■
受
験
申
込
方
法
 
５
月
３０
日（
水
）か

　
ら
６
月
５
日（
火
）ま
で
に
、
松
本
広

　
域
連
合
事
務
局（
松
本
市
役
所
大
手

　
事
務
所
６
階
）へ
、
本
人
が
直
接
試

　
験
申
込
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
土
・
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
試
験
案
内
・
申
込
用
紙
　

 
　
広
域
連
合
事
務
局
お
よ
び
消
防
局
、

　
各
消
防
署
、
安
曇
野
市
役
所
各
総
合

　
支
所
地
域
支
援
課
に
あ
り
ま
す
。
試

　
験
案
内
は
、
松
本
広
域
連
合
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
郵

　
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
１
４
０
円

　
切
手
を
貼
付
し
、
送
付
先
の
住
所
・

　
氏
名
を
記
載
し
た
角
２
の
返
信
封
筒

　
を
同
封
の
上
、
赤
字
で
「
試
験
案
内

　
希
望
」
と
明
記
し
て
請
求
し
て
く
だ

　
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

 
〒
３
９
９
‐０
８
７
４

 
松
本
市
大
手
３
丁
目
８
番
１３
号

 
松
本
市
役
所
大
手
事
務
所
６
階

 
　
松
本
広
域
連
合
事
務
局
総
務
課

 
　
　
　
　
　
　（
℡
３４
・
３
２
５
０
）

　
人
身
事
故
防
止
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
た
め
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能

講
習
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
時
　
６
月
２３
日
・
２４
日
・
３１
日

 
　
　
　
７
月
１
日
の
４
日
間

■
場
所

 【
初
日
】
安
曇
野
市
商
工
会
館

 【
２
日
目
以
降
】

　
　
　
　
　
東
洋
紡
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱

■
定
員
　
４０
人

■
申
込
期
限
　
６
月
１５
日（
金
）

■
申
込
要
領
　
受
講
料
な
ど
に
つ
い
て

　
は
安
曇
野
市
商
工
会
ま
で
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
安
曇
野
市
商
工
会

　（
℡
８７
・
９
７
５
０
）
ま
た
は
、

　
産
業
観
光
部
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
　
　（
℡
７７
・
３
１
１
１
）

試験の種類、試験区分、採用予定人員、受験資格

試験の種類

上　　  　　級

（大学卒業程度）

試験区分 受験資格
採用予定
人　　員

一 般 行 政

保 健 師

社会福祉士

建 築

10人程度

1人程度

1人程度

1人程度

昭和52年4月2日から昭和61年4月1日ま
でに生まれた人で、大学卒業程度の学
力を有する人

昭和52年4月2日から昭和62年4月1日ま
でに生まれた人で、保健師の資格を有す
る人（平成20年3月31日までに取得見
込みの人を含む）

昭和52年4月2日から昭和61年4月1日ま
でに生まれた人で、社会福祉士の資格
を有する人（平成20年3月31日までに取
得見込みの人を含む）

昭和52年4月2日から昭和59年4月1日ま
でに生まれた人で、1級建築士の資格を
有する人（平成20年3月31日までに取得
見込みの人を含む）

※次のいずれかに該当する人は、受験できません。
 （１）日本国籍を有しない人（保健師を除く）
 （２）地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当する人

長峰山の山頂からは、安曇野と３川（犀川・穂高川・
高瀬川）合流が眼下に望める。

※今回、掲載予定の人権コラム（龍門寺住職　佐々木一生さん）は、都合により６月号で掲載します。



 
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
買

い
物
を
す
る
際
に
渡
さ
れ
る
レ
ジ
袋
。

軽
く
て
丈
夫
な
た
め
何
か
と
重
宝
し

ま
す
。
一
方
で
、
ご
み
と
し
て
出
さ

れ
る
割
合
も
高
い
品
目
で
す
。

 
身
近
な
ご
み
減
量
の
手
段
と
し
て

注
目
さ
れ
る
「
レ
ジ
袋
の
削
減
」
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

 
　
レ
ジ
袋
が
減
る
と
、
具
体
的
に

は
、
ど
ん
な
効
果
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
ま
ず
、
レ
ジ
袋
の
原
料
と
な
る

石
油
資
源
の
無
駄
が
な
く
な
り
ま
す
。

次
に
、
製
造
過
程
か
ら
発
生
す
る
二

酸
化
炭
素
が
減
少
し
、
地
球
温
暖
化

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
ご

み
の
減
量
に
よ
っ
て
、
処
理
費
用
が

減
少
す
る
こ
と
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

 
　
レ
ジ
袋
を
減
ら
す
た
め
の
取
り

組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
　
お
す
す
め
は
「
マ
イ
バ
ッ
ク
」

の
利
用
で
す
。
マ
イ
バ
ッ
ク
と
は
、

自
分
で
持
参
し
た
買
物
袋
の
こ
と
で
、

買
い
物
を
す
る
と
き
、
レ
ジ
袋
の
代

わ
り
に
使
い
ま
す
。

 
　
マ
イ
バ
ッ
ク
を
上
手
に
使
う
コ

ツ
は
あ
り
ま
す
か
。

 
　
最
近
は
、
直
接
カ
ゴ
に
付
け
ら

れ
る
マ
イ
バ
ッ
ク
も
あ
っ
て（
上
写

真
参
照
）、レ
ジ
で
精
算
す
る
と
き
に
、

直
接
商
品
を
入
れ
て
も
ら
え
ま
す
。

商
品
を
詰
め
替
え
る
手
間
と
時
間
が

省
け
る
上
に
、
柔
ら
か
い
物
が
つ
ぶ

れ
ず
に
済
み
ま
す
。

 
買
い
物
は
ご
み
減
量
の
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
な
る
べ
く
包
装
が
少
な
い
商

品
を
選
ぶ
、
少
し
の
買
い
物
は
シ
ー

ル
で
済
ま
せ
る
、
計
り
売
り
を
利
用

す
る
、
割
り
ば
し
や
ス
プ
ー
ン
は
も

ら
わ
な
い
こ
と
な
ど
を
心
掛
け
る
だ

け
で
、
ご
み
は
確
実
に
減
ら
せ
ま
す
。

暮らし疑問

一問一答！
 
朝
食
は
、
１
日
の
活
力
の
源
で
す
。

　
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に

も
朝
食
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

 
安
曇
野
市
の
状
況
を
見
る
と
、
乳

幼
児
で
は
朝
食
を
食
べ
て
い
る
割
合

が
高
い
も
の
の
、
小
中
学
生
で
は
１５

％
、
２０
代
で
は
３５
％
が
朝
食
を
食
べ

て
い
ま
せ
ん
。
　
　

 
ま
た
、
３
歳
の
子
ど
も
が
い
る
家

庭
を
対
象
に
し
た
調
査
を
見
る
と
、

家
族
そ
ろ
っ
て
朝
食
を
食
べ
て
い
る

の
は
、
２７
％（
下
図
参
照
）、ま
た
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
朝
食
を
食
べ
て

い
る
児
童
は
４０
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

 
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
習
慣
の
な
い

人
は
、
少
し
で
も
何
か
を
食
べ
る
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
毎
日
朝
食
を

食
べ
て
い
る
人
は
、
ご
飯
や
パ
ン
な

ど
の
主
食
、
肉
や
魚
･
卵
･
大
豆
製

品
な
ど
の
主
菜
、
野
菜
や
海
草
な
ど

の
副
菜
が
そ
ろ
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
朝
食
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

 
朝
は
忙
し
い
時
間
帯
。
週
に
一
度

く
ら
い
は
家
族
そ
ろ
っ
て
朝
食
を
取

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

6月1日～30日

休日当番医

覚えておきたい

安曇野の味
ニジマスのつぶら揚げ

材料　

ニジマス（１尾90㌘くらいの新鮮なもの）、調味液（１～

３尾分：砂糖大さじ２、しょうゆ大さじ１、みりん大さじ１、

酒大さじ１）

作り方

１ニジマスを背開きにし、薄くかたくり粉をつける。

２160℃くらいで揚げる。新鮮な魚はくるりと円形に

　なる。

３お好みで冷凍し、冷凍

　できたらもう一度揚げ

　る。（冷凍するとカラッ

　と揚がる）

４調味液を煮立て、揚げ

　たての魚を入れて取り

　出し、食卓へ。

※一度にたくさん揚げて、

　冷凍しておくと食べた

　いときにもう一度揚げ

　て調味液に浸すだけで

　手軽に食べられます。

　また、骨まで食べられ

　るので、カルシウムも

　摂取できます。

数字で探る

私たちの健康 ～市健康づくり計画より～

小
中
学
生
の
15
％
が
朝
食
を
取
ら
な
い

今月の料理人

明科七貴

宮下 富美子さん

堀内医院

信濃内科循環器科医院

山田医院

飯田歯科医院

古川医院

根津内科医院

安曇野形成皮ふクリニック

石田歯科医院

塔の原内川医院

高橋医院

たかはしクリニック

いさつ歯科医院

清沢医院

長瀬内科医院

赤津整形外科クリニック

丸山歯科医院

[穂高]

[穂高]

[豊科]

[豊科]

[穂高]

[穂高]

[豊科]

[明科]

[明科]

[穂高]

[三郷]

[豊科]

[穂高]

[豊科]

[三郷]

[穂高]

82-3324

82-7722

72-3207

73-7618

82-4385

82-8382

71-2345

62-2688

81-2121

82-2561

77-7880

73-0648

82-7600

72-7286

76-3133

82-7505

3日・日

10日・日

17日・日

24日・日

時
間
と
手
間
も
節
約
。マ
イ
バ
ッ
ク

ご存じですか？ごみの減量に必要

なキーワード。それは「３つのＲ」

と呼ばれる、Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース

：減らす）、Ｒｅｕｓｅ（リユース：再

使用）、Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル：

再生利用）です。大切な私たちの

資源を生かし、いつまでも暮らし

やすい環境を保つために、みんな

で実行しましょう「３つのＲ」。

QA ※変更になることがあります。  ご利用前に医療情報案内（0120-890-423）
　で確認してください。

３歳児のいる家庭
 朝食を家族で食べていますか？

（H１８安曇野市３歳６カ月健診より）

子どもだけ
8％

1人　1％

海のない安曇野には、「川」という貴重な財産が
あります。そして川魚は重要なたんぱく源として昔
から大切にされてきました。その中でもニジマスは、
天然または養殖で大勢の人に親しまれています。
そこで、「ニジマスのつぶら揚げ」をご紹介します。

家族全員
27％

家族が欠ける
64％

QAQ

A

キ
ー
ワ
ー
ド
は﹁
３
Ｒ
﹂

Ｒｅｄｕｃｅ  （リデュース）

減らす まずは
ごみを減らそう！

①長く使えるものにする

②不要な包装は断る

③マイバックでお買物

④必要な分しか買わない

⑤使い捨て商品を控える

 ⑥レンタルも活用する

Ｒｅｕｓｅ  （リユース）

再使用 使えるものは
 繰り返し使おう！

①詰め替えのものを使う

 ②別な用途を考えて使う

 ③修理してもう一度使う

④ビールびんはお店に戻す

 ⑤必要とする人に譲る

 ⑥フリーマーケットを活用

Ｒｅｃｙｃｌｅ  （リサイクル）

再生利用 最後の手段は
 リサイクル！

①資源物として分別する

②リサイクルセンター利用

③生ごみを堆肥にする

④リサイクル製品の利用

⑤集団回収を利用する

��5月号広報�� 5月号広報

く ら し の ぺ ー じく ら し の ぺ ー じ
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今月の色

瑠璃色
ruri-iro

2007. 5. 1現在　（  ）内は対前月比

人口

男

女

世帯

99,321人（+103）

48,145人（ +59）

51,176人（ +44）

35,875世帯（+114）

印刷経費1部　20円

宝石の瑠璃のような

濃い紫みの青色

　
瑠
璃
色
の
羽
を
広
げ
、
安
曇
野
の
空

を
舞
う
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
。
５
月
下
旬

か
ら
そ
の
姿
を
現
し
ま
す
。
成
虫
の
平

均
寿
命
は
１０
日
か
ら
１４
日
。
食
草
は
、

マ
メ
科
の
ク
ラ
ラ
で
、
幼
虫
は
そ
の
花

穂
だ
け
を
食
べ
、
７
月
末
ま
で
に
は
土

の
中
で
さ
な
ぎ
に
な
り
ま
す
。

 
昔
は
、
東
北
・
中
部
・
九
州
地
方
に

分
布
し
て
い
た
も
の
の
、
今
で
は
絶
滅

の
危
機
に
直
面
し
、
県
内
で
は
安
曇
野

市
と
東
御
市
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
瑠
璃
色
の
輝
き
を
つ
な
ぐ
た
め
、

市
内
で
も
地
道
な
保
護
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

◆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
、久
し
ぶ
り
に
帰

省
し
た
中
学
校
時
代
の
友
人
と
穂
高
温
泉

郷
の
カ
フ
ェ
巡
り
を
し
ま
し
た
。
地
元
に
い
な

が
ら
知
ら
ず
に
い
た
沢
山
の
素
敵
な
カ
フ
ェ

と
巡
り
合
え
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
時
期
、緑

の
中
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
の
に
、

地
元
の
カ
フ
ェ
は
お
勧
め
で
す
。
　

◆
５
月
の
連
休
明
け
。
我
が
家
の
田
植
え
を

し
ま
し
た
。
機
械
で
植
え
た
後
の
植
え
直
し

に
借
り
出
さ
れ
た
の
で
す
が
、う
ま
く
で
き

ず
に
悪
戦
苦
闘
。役
に
立
っ
た
の
か
疑
問
で
す
が
、

順
調
に
我
が
家
の
主
食
と
し
て
成
長
し
て
く

れ
る
の
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
　

◆
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会
で
は
、昨
年
よ
り

良
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
、選
手
・
関

係
者
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
の
方
は
と
い
う
と
、駅
伝
は
初
め
て
の
取
材
、

出
発
地
点
の
変
更
、さ
ら
に
雨
と
、取
材
写
真

は
い
ま
ひ
と
つ
の
出
来
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
言
い
訳
で
す
。
　

◆
国
営
公
園
で
行
わ
れ
た
早
春
賦
音
楽
祭
。

駐
車
場
が
混
雑
し
て
い
た
の
で
、急
き
ょ
自

宅
に
戻
り
、自
転
車
で
現
地
に
向
か
い
ま
し
た
。

必
死
の
形
相
で
坂
道
を
上
り
、恥
ず
か
し
い

ほ
ど
息
が
上
が
り
ま
し
た
が
、５
月
の
風
が

さ
わ
や
か
で
し
た
。

安曇野

彩
紀
行

彩
紀
行其の

二
十

瑠璃色の輝きをつなぐ
― 安曇野のオオルリシジミ ―

次回発行・・・ お知らせ版 6月6日（水）
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